
 

 

 

 

 

「できる」を積み上げ、実り多い 2学期へ 

校長 山田 智一 

長い夏休みが終わり、学校に子どもたちの元気な声が戻ってきました。夏休み中は、ご家庭や地域の

皆様のご協力により、大きな事故やけがの報告もなく、新学期を迎えることができました。心より感謝申し

上げます。 

さて、2 学期は、運動会や校外学習など、多くの行事が予定されています。こうした活動を通して、子ど

もたちは仲間と協力することの大切さや、最後までやり遂げる達成感を学んでいきます。一日一日子ども

たちが「できる」を積み上げ、成長できるよう、教職員一同、力を合わせて支えてまいります。 

 まだ暑い日が続きますが、9 月から運動会の練習がはじまります。学校では引き続き熱中症対策や健

康管理に十分配慮しながら教育活動を進めてまいります。ご家庭でも、十分な睡眠や朝食の摂取など、

規則正しい生活リズムづくりにご協力をお願いいたします。 

2 学期が子どもたち一人一人にとって実り多く、笑顔あふれる学期となることを願っています。今学期

も本校の教育活動へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

学校運営協議会（コミュニティ・スクール）が開かれました 

学校運営協議会は、学校・保護者・地域が連携・協働し、子どもたちの成長を支えていく取組みです。

7月28日に第１回会議が開催され、今年度の学校における取組みの重点と進捗状況などを説明しまし

た。 

委員からは、登下校の安全について、6 月の大雨のような緊急時にこそ、地域の協力を得る方法があ

るのではないかというご意見や、放課後の過ごし方について保護者の理解が得られたように、子どもが

学習に集中し、教員が授業に注力できる学校になるよう協力していく必要があるのではないかなどのご

意見をいただきました。 

これらのご意見をもとに取組みを検討し、今後の学校運営に反映させてまいります。 

 

新しい ALTが着任されました 

7月まで本校の ALT（アシスタント ランゲージ ティーチャー）として勤務しておりました 

先生がご都合により退職されました。２学期からは、新しく            先生が着任され勤務いたし

ます。ご理解のほど、よろしくお願いいたします。 

 

※熊本の地震、千葉の豪雨で、ご親戚やご友人で被災された方もいるのではないでしょうか。心からお見舞い申

し上げます。また、被災された方々が一日も早く平穏な生活を取り戻されますことを心よりお祈り申し上げます。 
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